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厳正な審査を経て

富山県内外の有識者で構成する「富山県推奨とやま

ブランドJ育成 認定委員会が、「高い品質と信頼性

安全性J、「オリジナリティJ、「富山らしさJ、「市場性」、

「将来性」の5つの基準で品目を評価し、厳正な審査を

経て、「富山県推奨とやまブランド」の認定品を決定

しています。

富山県の極上の産品

「富山県推奨とやまブラン ドJは、魅力ある富山県産

品の中でも、とくに自信を持つて誇れる極上の産品

です。豊かな自然と歴史、そこで培われた人々の知恵

や文化を「とやまプラント」の魅力と結びつけ、「富山県J

の地域イメージとして国内外に発信しています。

富山県推奨とやまブランド
「井波彫亥」品」認定事業者

井波彫亥J協同組合

南砺市 (井波)北り1733
TEL 0763-82-5179
http://inamichoukoku com/

富山県観光 地域振興局地域振興課
TEL 076-444-9605 http://toyama― brand jp ム富山県



本
に
い
Ｌ
二
百
年
の
技
が
彫
彫
り
あ
げ
る
。

一琳“嘘［彫る　　〕

工
房
の
扉
を
開
け
る
と
木
の

香
り
が
漂

っ
て
く
る
。
イ
ヽヽ
の
柄

尻
を
打

つ
小
気
味
の
い
い
槌
音

が
工
房
に
響
く
。
板
の
間
に
敷
い

た
薄
い
座
布
団
に
腰
を
お
ろ
し
、

ク
ス
ノ
キ
の
板
と
向
き
合
う
の
は

善
本
秀
作

さ
ん
。
井
波
彫
刻
を

代
表
す
る
彫
刻
師
の
一人
だ
。

２
０
０
種
以
上
の
イ
ミ
や
彫
刻

刀
を
使
い
、
本
を
彫
り
あ
げ
る
井

波
彫
刻
。
座
布
団
の
か
た
わ
ら
で

は
、
刃
の
幅
や
か
た
ち
の
異
な
る

何
種
類
も
の
道
具
が
出
番
を
待

っ
て
い
る
。

「
人
が
本
に
合
わ
せ
て
や
る
ん

で
す
よ
」
。
時
お
り
、
手
を
休
め

て
構
図
を
確
か
め
な
が
ら
、
善
本

さ
ん
は
つ
ぶ
や
く
。
彫
る
部
分
の

図
柄
に
合
わ
せ
て
イ
ミ
を
選
び
、

本
肌
に
刃
を
滑
ら
せ
て
い
く
。
そ

の
動
き
に
は
一切
の
迷
い
が
な
い
。

彫
刻
の
材
料
は
、
ケ
ヤ
キ
、
ク

ス
ノ
キ
、
ヒ
ノ
キ
、
キ
リ
、
サ
ク
ラ
な

ど
。
半
年
か
ら
一年
を
か
け
て
乾

燥
さ
せ
、
木
の
暴
れ
が
お
さ
ま
る

の
を
待
っ
て
仕
事
が
始
ま
る
。

「
同
じ
木
で
も
、
育
っ
た
場
所

や
伐
っ
た
時
期
で
、
硬
さ
も
違
え

ば
く
せ
も
違
う
。
自
然
に
逆
ら

わ
ず
、
本
の
一言
つ
と
お
り
に
彫
る

の
が
大
事
」
。
そ
う
話
し
な
が
ら
、

善
本
さ
ん
は
再
び
道
具
を
手
に

木
に
向
か
う
。

一帥纂響微佛一なぃが　〕

南
砺
市
井
波
の
八
日
町
通
り
。

石
畳
の
坂
道
の
両
側
に
は
、
木
彫

り
の
工
房
が
立
ち
並
ぶ
。
坂
を
上

り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
建
つ
の
は
、
本

願
寺
五
代

・綽
如
上
人
が
創
建

し
た
瑞
泉
寺
。
６
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
古
刹
は
、
井
波
彫

刻
の
技
の
母
胎
で
も
あ
る
。

瑞
泉
寺
の
背
後
に
は
八
乙
女

山
が
そ
び
え
る
。
こ
の
山
か
ら
吹

き
下
ろ
す
強
い
南
風
に
よ
っ
て
、

門
前
町
は
幾
度
か
の
大
火
に
見

舞
わ
れ
た
。
度
重
な
る
災
い
は
、

皮
肉
に
も
こ
の
地
に
木
彫
の
技

を
根
づ
か
せ
、
伝
統
を
育
ん
で
い

く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

‐８
世
紀
、
宝
暦
の
大
火
で
焼

失
し
た
瑞
泉
寺
の
堂
塔
再
建
に

あ
た
り
、
そ
の
彫
刻
を
託
さ
れ
た

の
は
、
京
都
本
願
寺

の
御
用
彫

刻
師
を
務
め
る
前
川
三
四
郎
。

再
建
な
っ
た
本
堂
や
山
門
を
、
前

川
三
四
郎
は
見
事
な
彫
刻
で
飾

っ
た
。

明治の大火を逃れた瑞泉寺山門。その唐狭間を飾

る「波に龍」は前川三四郎の作
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瑞泉寺の再建に

刻 年

竃艦:
彫 余

腕を奮つた盾レ亥JttT
その技を今に受け継ぐ。
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井波のメーンストリート八日町通り



向
き
合
う
こ
と
は
、

と
向
き
合
う
こ
と
。

〔隣隷肛̈
麟「ら　一

江
戸
時
代
、
井
波
は
、
優
れ
た

宮
大
工
を
輩
出
す
る
地
と
し
て
、

京
や
江
戸
に
も
そ
の
名
を
轟
か

せ
た
。
井
波
の
宮
大
工
た
ち
は
、

各
地
の
神
社
仏
閣
、
曳
山
や
山

車
な
ど
の
造
営
に
携
わ
り
、
意
匠

を
こ
ら
し
た
彫
刻
に
腕
を
奮
っ
た
。

宮
大
工
の
技
と
し
て
磨
か
れ

た
井
波
彫
刻
は
、
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
、
日
常
の
美
を
求
め
る

技
へ
と
広
が
り
を
見
せ
る
。
寺
院

欄
間
の
技
を
住
宅
用
に
生
か
し

た
彫
刻
欄
間
。
そ
の
意
匠
は
、
民

家
建
築
に
も
広
く
採
り
入
れ
ら

れ
「
井
波
欄
間
」
の
名
を
高
め
た
。

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
も
、
東
本

願
寺
、
築
地
本
願
寺
、
日
光
東
照

宮
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
寺

社
彫
刻
を
手
が
け
る
一方
、
欄
間
、

獅
子
頭
、
置
物
、
衝
立
な
ど
、
伝

統
の
技
法
を
生
か
し
た
多
彩
な

工
芸
を
世
に
送
り
だ
し
た
。
宮

大
工
の
技
は
、
彫
刻
師
の
技
と
な

っ
た
。現

在
、
井
波
の
彫
刻
師
は
約

３
０
０
名
。
そ
の
う
ち
８０
名
以
上

は
作
家
と
し
て
創
作
に
も
取
り

組
み
、
日
展
な
ど
の
美
術
界
で
活

躍
す
る
。
井
波
は
、
多
数
の
芸
術

家
が
技
を
競
い
あ
う

コ
ム
術
の

ま
ち
」
で
あ
る
。

製作中の欄間は荒彫り段階
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へ、(1れ
ノミと彫刻刀は200本を越す

一醐年

は
　〕

「
私
は
芸
術
家
じ
ゃ
な
く
て
職

人
で
す
」
と
善
本
さ
ん
は
言
う
。

欄
間
や
置
物
、
社
寺
彫
刻
と
い
っ

た
伝
統
的
な
仕
事
を
続
け
つ
つ
、

自
身
の
創
作
活
動
に
も
力
を
注

ぎ
、
人
物
像
を
中
心
と
し
た
彫

刻
作
品
で
美
術
界
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
き
た
。
現
在
は
日
展

評
議
員
も
務
め
る
。

「
職
人
の
仕
事
は
体
で
覚
え
る

も
の
。
新
し
い
も
の
を
彫
る
こ
と

が
、
職
人
に
と
っ
て
は
何
よ
り
の

勉
強
で
す
。
創
作
も
、
技
の
勉
強

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
」

北
海
道
旭
川
に
生
ま
れ
、
２６
歳

で
井
波
彫
刻
の
道
に
入
っ
た
。
修

業
中
は
な
か
な
か
仕
事
を
さ

せ
て
も
ら
え
な
い
時
期
も
あ
っ

た
。
「
作
り
た
い
」
。
た
だ
そ
の

一心
で
仕
事
を
続
け
た
。
半
世

紀
、
一筋
に
求
め
て
き
た
彫
刻
の

技
が
認
め
ら
れ
、
平
成
１５
年
に
は

「
現
代
の
名
工
」
に
選
ば
れ
た
。

「
木
と
向
き
合
う
こ
と
は
、
自

分
と
向
き
合
う
こ
と
。
彫
っ
た
も

の
に
は
必
ず
自
分
の
魂
が
投
影

さ
れ
て
い
る
ん
で
す
」
と
善
本
さ

ん
は
言
う
。

下
絵
を
起
こ
し
、
そ
れ
を
木
に

写
し
て
彫
り
進
め
る
の
が
井
波

彫
刻
の
一般
的
な
工
程
。
善
本
さ

ん
は
、
下
絵
の
構
想
に
十
分
な
時

間
を
か
け
る
。
粘
土
で
原
型
を

造
り
、
そ
こ
か
ら
彫
り
の
作
業
に

取
り
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。
ひ
と

つ
の
作
品
が
仕
上
が
る
ま
で
、

数

年

を

費

や
す

こ
と

も

ま

れ
で
は
な

い
。
　
　

こ

現代の名工 日展評議員 善本秀作さん
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ア    ヽ

え

る

ー

Ч
ｎ
ソ

な
が
ら
、

一時
が
代
が
求
め
る
か
た
ち
を
彫
る
。

「
井
波
彫
刻
は
す
べ
て
の
作
品

が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
一点
も
の
。
図

柄
や
造
形
は
も
ち
ろ
ん
、
木
肌
に

残
っ
た
ノ
ミ
の
タ
ッ
チ
に
も
、
彫
刻

師
一人
ひ
と
り
の
個
性
が
表
れ
て

い
ま
す
」
。
井
波
彫
刻
協
同
組
合

の
永
井
恵
子
事
務
局
長
は
そ
う

話
す
。

完
成
し
た
型
が
あ
る
よ
う
に

見
え
る
天
神
様
も
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
作
品
を
注
意
深
く
見
れ
ば
、

顔
立
ち
や
表
情
に
違
い
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
く
。

で
」
の
か
た
ち
で
な
け
れ
ば
と

い
う
決
ま
っ
た
も
の
は
、
井
波
彫

刻
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
け
継
が

れ
た
技
を
頑
固
に
守
り
な
が
ら
も
、

そ
の
時
代
、
そ
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
か
た
ち
を
創
り
だ
し
て
い
る

の
が
井
波
彫
刻
の
特
徴
で
す
」
（永

井
事
務
局
長
）

技
の
継
承
に
も
広
く
門
戸
を

開
く
。
昭
和
２２
年
創
設
の
井
波

彫
刻
工
芸
高
等
職
業
訓
練
校
は
、

日
本
で
唯
一の
木
彫
刻
専
門
の
職

業
訓
練
校
。
入
学
し
た
生
徒
は
、

ふ
だ
ん
は
親
方
の
も
と
で
修
業
し
、

週
１
～
２
回
の
授
業
で
デ
ッ
サ
ン

や
彫
塑
の
基
礎
を
学
ぶ
。

親
方
や
兄
弟
子
た
ち
と
寝
食

を
共
に
し
な
が
ら
、
技
と
心
を
身

に
つ
け
る
「
徒
弟
制
度
」
。
現
代
っ

子
に
は
厳
し
く
も
思
え
る
制
度

だ
が
、
彫
刻
を
志
す
若
者
は
毎

年
全
国
各
地
か
ら
集
ま
る
。
卒

業
生
は
５
０
０
人
を
超
え
、
そ
の

多
く
が
彫
刻
師
や
作
家
と
し
て

活
躍
す
る
。

学問成就を願つて飾られる天神様

「

ピ
一



〔鮮稼規時侮置が
〕

平
成

２‐
年
、
井
波
彫
刻
の
粋

を
こ
ら
し
た
Ｉ
一―
ク
な
作
品
が

話
題
を
さ
ら
つ
た
。
若
い
世
代
の

作
家
が
制
作
し
た

「
井
波
彫
刻

ギ
タ
ー
」
。
木
彫
り
の
龍
が
ギ
タ

ー
に
絡
み
つ
く
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る

デ
ザ
イ
ン
は
、
井
波
彫
刻
の
美
し

さ
を
全
国
に
知
ら
し
め
た
。

ギ
タ
ー
の
ほ
か
に
も
、
が
不
ル
、

サ
イ
ン
、
表
札
、
ク
ラ
フ
ト
作
品
な

ど
、
現
代
空
間
に
調
和
す
る
多

彩
な
造
形
が
井
波
彫
刻
の
技
法

か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

「
自
分
の
感
性
に
合
っ
た
作
家

を
見
つ
け
、
対
話
を
し
な
が
ら
、

納
得
の
い
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
作

品
を
注
文
す
る
の
が
お
す
す
め

で
す
」
と
永
井
事
務
局
長
は
話
す
。

木
彫
り
の
作
品
は
、
年
月
を

経
る
ほ
ど
に
、
持
ち
主
の
息
づ
か

い
が
し
み
込
ん
で
味
わ
い
を
深
め

て
い
く
。
や
が
て
、
持
ち
主
の
魂
が

木
肌
に
表
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
と
き
、
彫
刻
は
、
作
家
と
持
ち

主
の
「
共
同
作
品
」
と
な
る
。

上 :職業訂1練校では彫刻を基礎から学ふ  下 :4年ごと
に開催される「南砺市いなみ国際木彫刻キヤンプ」

瑞泉寺の伽藍配置をモデルに、 井波彫剣総合会館
イギリスの建築家ビーター ソル  ロ 南砺市 (丼波)Jり |1733
ター氏がデザインした井波彫刻 □ 」R高岡駅よリバス55分 (閑乗寺口下車)
のシンボル施設。伝統木彫刻から  □ o763825158
現代彫刻、工芸作品まで、技の粋  回 900～ 17100(入館は16:30まで )
を集めた作品を200点以上常設  困 第2第4水曜 (祝日の場合は翌日)、 年末年始
展示。企画展も定期的に開催する。 □ 大人500円 りヽ中学生250円 (団体割引あり)

左 :井波彫刻ギター「龍剣」 右上 :瑞泉寺の木彫サイン

右下 :井波彫刻照明付きチェアー「森の木漏れ日J

奥行きある世界を表現する技

上野幸夫さん
職藝学院教授 文化財修復建築家

明治期の和風建築を調査していますと、井波欄間をよく目にします。

余白を生かした遊び′いある仕事を見るにつけ、洗練された意匠と

技に感嘆させられます。現代の井波彫刻にも、奥行きと立体感ある

世界を表現する優れた技が受け継がれています。現代の住空間

にもI13和する、新しい感覚の彫刻が生まれていることにも注目しま九

【関連施設】

message


